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行事予定

第77回 念仏と法話の会
6月18日（火）
法話　「幸せを呼ぶ心とは？」
講師　京都 静林寺住職
　　　入江 康隆 上人

大施餓鬼会法要
5月18日（土）
※詳細は施餓鬼号にてお知らせ致します。

開山忌法要・能楽奉納
6月8日（土）
※詳細は施餓鬼号にてお知らせ致します。
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梅窓院
2019年3月1日
中島 真成
青山文化村
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
03-3404-8447
03-3404-8107
http://www.baisouin.or.jp/
jodo@baisouin.or.jp
中村康隆元浄土門主
総本山知恩院第八十六世門跡

春彼岸会法要
3月21日（木）
寄席　午後1時～　祖師堂
法要　午後2時～　祖師堂
※詳細は3面をご覧下さい。

法話は、配布された資料と照らし合わせて説明して下さったので大変
分かりやすく、仏教について興味を持ちました。
また、十夜ライブでは大島花子さんがゲストでいらっしゃると知りとても
楽しみに待っておりました。歌声が綺麗で心癒されるひと時を過ごせま
した。
芋煮会も直接ご僧侶の方とお話ができるので、とても楽しかったです。

「心癒される時間」 髙齋 香代子様 （平成30年 十夜法要にて）

お檀家さんに伺いました

先日、梅窓院施設内で「認知症セミナー」が開催され参加したのですが自分の近未来を
聞いているようでした。墓地でお檀家様とお会いしても名前が思い出せない‥‥大丈夫
です。先方も私の名前が出ません‥‥双方でニコニコしながら手を振ってお別れ‥‥は
しょっちゅうです。でも私はその方の墓所がどこにあるかはわかっているのでその後、走っ
て行って「そうそう〇〇様だった」と思い出します。

お檀家様のために墓苑部は今後大きめの名札でも付けておいた方が良いでしょうか？
さて皆様にお知らせがございます。まもなく新元号になりますが当社はひと足お先に新

社名「株式会社ジャパンエキスパートシステム」に社名変更いたしました。どこが変わった
かというと「日本」が「ジャパン」に変わりました。なぜ変えたか？ 直接お答えいたします
のでお声がけください。漢字とカタカナの違いです‥‥とは申しませんから。

（墓苑部　森）

ジャパンエキスパートシステム 墓苑事業部からのお知らせ
梅窓院のお墓とペット供養の窓口

梅窓院では4月より2019年度 前期 仏
教講座を開講します。今年度も5名の先生
をお迎えしております。どうぞお気軽にご
参加下さい。
※詳しくは別紙チラシをご覧下さい。

2019年度 前期
仏教講座のご案内

はなまつり
4月5日（金）～8日（月）
寺院棟2階　本堂

お釈迦様の誕生日を
お祝いする「はなまつ
り」。寺院棟2階本堂
エントランスに花御堂
を、休憩所には甘茶をご用意しておりま
す。皆様どうぞご参拝下さい。

かつての梅窓院本堂だった
無礙光会館は、矢部又吉氏の設計。

旧川崎銀行佐倉支店は現在の
佐倉市立美術館エントランスホールに。
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満開の桜の下でお墓参り。

展示室に置かれた梅窓院の椅子と、
この企画展の担当者である
本橋浩介副主幹（学芸員）。

こういり え りゅう

し
ゅ
し
ょ
う
え

住職挨拶
　平成最後のお彼岸を迎え、はや三月ですが、皆さんお変わ
りなくお過ごしのことと存じます。
　さて、平成最後となったお正月でしたが、千人を超えると
いう過去最高の初詣の方々をお迎えすることができ、修正会
法要にも160名を超える参列をいただきました。好天に恵
まれたこともありましたが、「初詣は梅窓院へ」ということが
定着してきたのかと嬉しく思っております。そして、お節料理
も変わらずの人気でした。誌面からですが、ご参詣いただい
た皆様に心より御礼申し上げます。
　昨年末の文化講演会ですが、新しくお檀家さんになられ
ました田中越郎先生にお話しいただきました。東京農業大
学教授で医学博士、「世界一受けたい授業」にも出演されて
いた先生です。田中先生の教え子さんがいらっしゃったことも
ありましたが、祖師堂が満員御礼となりました。こちらも嬉しい
行事でした。
　さて、梅窓院の関連会社で、墓苑の販売をお願いしている
株式会社日本エキスパートシステムの社名が、株式会社ジャ
パンエキスパートシステムに変わりました。日本からジャパン
へとなりますが、変わらず皆様のお手伝いをさせていただき
ますので、引き続きよろしくお願いいたします。
　平成も残すところあとわずかとなりましたが、どうぞご自
愛され、新しい元号を変わりなく迎えたいものです。

梅窓院第二十五世  中島 真成
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お檀家様より付届をいただいた際に、当院よりお供物と一緒にお渡ししておりました冊子
『仏教の生活』は出版元の都合により廃刊となりましたため、今後はお供物のみのお渡し
とさせていただくこととなりました。ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。

梅窓院だより

旧川崎銀行(現在は佐倉市立美術館エントランスホールと
して使用されている)の竣工100年を記念して設計者である
矢部又吉氏の展覧会が佐倉市立美術館で開催されました。

矢部又吉氏は梅窓院の無
礙光会館(旧本堂)とともに
家具も設計したと考えられ
ており、現在お檀家様が法
要控室で使用されている
椅子も彼の作品と考えられ
ます。この度、展覧会で皆様
が普段座られている椅子と
無礙光会館の絵葉書を展

示しご紹介していただきましたので、ご報告いたします。

知られざるドイツ建築の継承者 
― 矢部又吉と佐倉の近代建築 ―

うね
畦 昌彦先生の指導のもと講座が
進められます。

この度、梅窓院では心理療法の新しい形として注目され続け
ているNLP（神経言語プログラミング）の講座を開設しまし
た。多くの方が精神不安などに悩まされる現代、この心理療
法にご興味をお持ちの方にはちょうどよい講座です。
詳しくは、大本山清浄華院カウンセリング研修会事務局（担
当・高橋）０７５（２３１）２５５０へ直接お問い合わせ下さい。

NLPカウンセリング講座開設

まさひこ

や べ またきち

お 知 ら せ
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ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。去
年
、旅
行
で
石
川
県
加
賀

市
に
行
き
ま
し
た
が
、隣
の
福
井
県
に
足
を
伸
ば
し
て

浄
土
真
宗
の
蓮
如
上
人
が
建
立
さ
れ
た
吉
崎
御
坊
の
跡

に
立
つ
蓮
如
上
人
記
念
館
を
拝
観
し
ま
し
た
。記
念
館

で
は
地
元
の
方
に
親
切
丁
寧
、大
変
熱
心
に
蓮
如
上
人

の
足
跡
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
、不
勉
強
な
私
に
は
と
て

も
有
難
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。同
時
に
地
元
の一般
の

檀
信
徒
様
が
熱
く
蓮
如
上
人
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
こ
と

を
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
少
々
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、浄
土
真
宗
の
信
仰
が
こ
の
土

地
に
し
っ
か
り
と
根
付
き
、成
熟
し
て
い
る
と
感
じ
た
こ

と
に
加
え
、五
百
年
以
上
前
に
、た
っ
た
四
年
だ
け
こ
の

地
に
留
ま
っ
た
宗
教
的
偉
人
に
地
元
の
方
が
、未
だ
冷
め

や
ら
ぬ
憧
憬
の
眼
差
し
を
送
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。吉
崎

の
御
坊
は
一
五
〇
六
年
に
朝
倉
氏
に
破
却
さ
れ
、以
後

廃
坊
と
な
り
、歴
史
的
な
遺
産
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、親
か
ら
子
へ
と
代
々
蓮
如
上
人
の
フ
ァ
ン
で
あ
り

続
け
る
こ
の
土
地
の
人
々
こ
そ
、蓮
如
上
人
が
残
さ
れ
た

何
よ
り
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

一
般
の
方
が
信
仰
を
人
に
伝
え
る
こ
と
は
、今
の
時
代

勇
気
が
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

信
仰
心
と
は
人
の
体
を
自
然
に
動
か
す
よ
う
な
情
熱

と
、先
達
の
偉
人
へ
の
憧
憬
で
あ
り
ま
す
。私
は
福
井
の

地
で
そ
の
こ
と
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、今
年
も
春
の
お
彼
岸
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し

た
。蓮
如
上
人
は
、法
然
上
人
の
弟
子
で
あ
る
親
鸞
聖

人
の
教
え
を
継
承
さ
れ
、同
じ
お
念
仏
を
大
切
に
さ
れ

た
上
人
で
す
。そ
し
て
、そ
の
お
念
仏
の
元
祖
こ
そ
法
然

上
人
で
す
。春
彼
岸
の
大
法
要
で
は
こ
の
法
然
上
人
へ
感

謝
し
つつ
、ご
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ
、共
に
お
念
仏
を

お
称
え
致
し
ま
し
ょ
う
。

合
掌

春
彼
岸
法
要

三
月
二
十
一日（
木
）

午
後
一
時
〜
地
下
二
階
祖
師
堂

彼
岸
寄
席

彼
岸
寄
席

午
後
二
時
〜
地
下
二
階
祖
師
堂

春
彼
岸
法
要

春
彼
岸
法
要

春
彼
岸
物
産
展

3
月
20
日・21
日
観
音
堂

今
年
も
郡
上
八
幡
の
特
産
品
が
梅
窓

院
に
や
っ
て
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
求
め
下
さ
い
。

※
観
音
堂
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
お
呈
茶
し
て

お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

〈お檀家様へお願い〉
3月18日～24日まで、
境内駐車スペースは、
お体のご不自由な方、
車椅子をお使いの方の
車を優先とさせて頂き
ます。ご協力お願い致し
ます。

（
法
務
部

中
島
真
紹
）

同封のはがきを使い3月10日（日）必着でお申込み下さい。
塔婆回向料は一本7,000円とさせていただきます。

同封の振込用紙で郵便局にてお支払いいただくか、当院受付までお持ち下さい。
（銀行でのお振込みはできません。）

塔婆申込み方法

お支払方法

春
彼
岸
に
よ
せ
て

昭和26年、山梨県大月市生まれ。

昭和49年に林家彦六師匠に入門。

昭和53年に二ツ目に進み、

正雀と改める。

昭和58年、真打に昇進し、

現在も幅広く活躍中。

プロフィール

梅窓院の僧侶が
ご供養に努めます。
ぜひご参列下さい。

正午～　2階本堂にて
主催：株式会社ジャパンエキスパートシステム

2019年 春の動物慰霊法要の
お知らせ

はやし や しょう じゃく

林家正雀 師匠

春
彼
岸
と
は

春
と
秋
に
各
宗
派
で
行
わ
れ

る
仏
教
行
事
で
、太
陽
が
真
西
に

沈
む
日
を
中
日
と
し
て
、そ
の
前

後
三
日
間
ず
つ
、合
計
七
日
間
、

修
行
に
励
む
の
が
彼
岸
の
目
的

で
す
。ち
な
み
に
彼
岸
と
は
あ
の

世
、つ
ま
り
極
楽
浄
土
の
こ
と
で

浄
土
宗
で
は
念
仏
を
称
え
て
往

生
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
な
り
ま

す
。ま
た
、ご
先
祖
の
お
墓
参
り

を
す
る
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。
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法
話

新
宿
区

　香
蓮
寺
住
職

　勝
崎
裕
彦

彼
岸
西
風
と
彼
岸
日
和

仏
教
歳
時
風
物
詩
（
45
）

今
年
の
三
月
二
十
一
日
春
分
の
日
つ
ま

り
春
の
お
彼
岸
の
お
中
日
は
、
旧

暦
の
二
月
十
五
日
に
当
た
る
。
す
な
わ
ち
陰

暦
二
月
十
五
日
は
仏
陀
釈
尊
入
滅
の
日
、
涅

槃
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
春
分
の
日
頃
と

涅
槃
会
は
重
な
る
こ
と
が
あ
り
、
旧
暦
陰
暦

時
代
の
歳
時
暦
で
見
れ
ば
、
春
分
・
中
日
、

お
彼
岸
・
彼
岸
会
は
二
月
仲
春
の
季
語
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　こ
こ
に
一
つ
の
気
象
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、

陰
暦
二
月
十
五
日
の
涅
槃
会
の
頃
に
吹
く
冬

の
名
残
風
を
涅
槃
西
風
と
か
涅
槃
吹
き
と
い

う
。
春
の
到
来
を
思
わ
せ
て
や
わ
ら
か
く
吹

く
西
風
で
あ
る
が
、
時
に
寒
さ
の
残
る
西
風

も
あ
れ
ば
、
き
び
し
く
吹
き
荒
れ
る
北
風
も

あ
る
。
こ
れ
を
ま
た
彼
岸
西
風
と
も
称
す
る

の
は
、
ま
さ
に
涅
槃
会
は
春
の
彼
岸
会
の
頃

に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し

た
呼
称
法
は
、
伝
統
行
事
と
結
び
つ
け
て
覚

え
や
す
く
し
た
こ
と
と
、
寒
さ
の
終
わ
り
の

風
を
涅
槃
会
に
託
し
、
暖
か
な
軟
風
を
彼
岸

浄
土
の
西
風
に
託
そ
う
と
し
た
意
味
も
含
ま

れ
て
い
る
。

沖
は
弧
を
太
く
張
り
を
り
彼
岸
西
風
（
占
魚
）

彼
岸
西
風
山
越
え
て
来
し
樒
売
　
　（
大
円
）

　上
村
占
魚
は
「
只
管
写
生
」
（
た
だ
ひ
た

す
ら
な
写
生
）
を
掲
げ
た
人
で
あ
る
が
、
海

原
の
沖
に
「
弧
を
太
く
張
り
を
り
」
と
写
し

取
っ
た
力
量
が
大
き
い
。
渡
辺
大
円
の
句
に

は
、
阿
弥
陀
如
来
の
西
山
越
え
の
慈
悲
の
風

を
快
く
感
取
し
た
い
。

　春
が
立
っ
て
浅
い
春
も
過
ぎ
、
一
日
一
日

と
暖
か
く
や
わ
ら
い
で
行
く
時
候
に
、
時
と

し
て
寒
の
も
ど
り
や
春
の
遅
雪
の
荒
れ
模
様

の
あ
と
に
、
い
よ
い
よ
お
だ
や
か
な
日
和
を

得
る
の
が
お
彼
岸
で
あ
る
。
彼
岸
日
和
を
身

心
で
実
感
す
べ
く
、
い
く
つ
か
秀
句
を
拾
っ

て
み
た
い
。

山
寺
の
扉
に
雲
あ
そ
ぶ
彼
岸
か
な

（
蛇
芴
）

蒿
屋
根
の
あ
を
ぞ
ら
か
ぶ
る
彼
岸
か
な（

万
太
郎
）

　飯
田
蛇
芴
と
久
保
田
万
太
郎
と
い
う
二
人

の
巨
匠
の
お
お
ら
か
な
句
を
、
ま
ず
は
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
春
の
彼
岸
の
青
空
と

白
い
雲
を
ゆ
っ
た
り
と
眺
め
渡
し
て
、
お
だ

や
か
な
落
ち
着
い
た
姿
と
心
を
置
い
て
い

る
。

高
杉
に
陽
炎
見
ゆ
る
彼
岸
か
な

（
桐
明
）

彼
岸
会
の
風
に
の
り
く
る
牛
の
声

（
知
恵
子
）

　大
須
賀
乙
字
に
師
事
し
て
、
そ
の
句
法
を

継
承
し
た
大
森
桐
明
の
句
は
、
う
ら
ら
か
な

春
の
日
に
立
ち
の
ぼ
る
陽
炎
を
大
杉
の
高
さ

に
よ
っ
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
春
風
と

牛
の
鳴
き
声
を
合
わ
せ
て
、
の
ど
け
き
気
分

の
お
彼
岸
を
写
生
し
た
の
が
神
坂
知
恵
子
の

句
で
あ
る
。

い
ろ
〳
〵
の
墓
見
歩
く
も
彼
岸
か
な
（
喜
舟
）

彼
岸
墓
地
の
み
に
て
の
知
己
今
年
も
会
ふ
　

（
寿
満
子
）

　野
村
喜
舟
と
美
濃
寿
満
子
の
両
句
は
、
春

の
彼
岸
の
墓
日
和
・
墓
参
日
和
の
一
景

―
、
だ
れ
も
が
経
験
し
て
い
る
、
こ
れ
も

お
だ
や
か
な
つ
ね
の
光
景
で
あ
る
。

彼
岸
晴
と
い
ふ
好
日
に
恵
ま
れ
し

（
巨
水
）

夕
ぐ
れ
の
彼
岸
詣
は
な
つ
か
し
き

（
正
一
郎
）

　藤
井
巨
水
の
句
は
ま
さ
に
彼
岸
好
日
の
代

表
句
。
加
え
て
深
川
正
一
郎
の
句
に
は
、
春

の
お
彼
岸
の
供
養
の
心
を
重
ね
た
今
は
亡
き

人
へ
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　そ
し
て
最
後
に
、
私
の
好
き
な
森
川
暁
水

と
石
田
波
郷
の
二
句
を
記
し
て
お
き
た
い
。

お
彼
岸
の
夫
婦
仲
よ
き
か
た
ゐ
か
な
（
暁
水
）

兄
弟
の
相
睦
み
け
り
彼
岸
過

（
波
郷
）

　私
は
今
、
十
七
文
字
の
言
葉
を
通
し
て
彼

岸
会
の
頃
の
春
の
季
節
を
感
じ
て
み
る
。
そ

し
て
、
そ
の
句
趣
句
心
の
中
か
ら
お
彼
岸
の

仏
心
を
心
し
て
受
け
と
め
て
み
る
。

梅窓院通信 No.993

（
大
正
大
学
名
誉
教
授
）

修正会とお雑煮の振舞いが無事終了致しました。
元旦から沢山の方がお参り下さいました。

「栄養と生命」田中越郎氏
修正会の後にお節とお雑煮を楽しむ檀
信徒の皆さん。

今年で10回目となる修正会法要。

十
二
・
一
月
の
行
事
報
告

修
正
会

 

1
月
1
日（
火
）

文
化
講
演
会

 

12
月
2
日（
日
）
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ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。去
年
、旅
行
で
石
川
県
加
賀

市
に
行
き
ま
し
た
が
、隣
の
福
井
県
に
足
を
伸
ば
し
て

浄
土
真
宗
の
蓮
如
上
人
が
建
立
さ
れ
た
吉
崎
御
坊
の
跡

に
立
つ
蓮
如
上
人
記
念
館
を
拝
観
し
ま
し
た
。記
念
館

で
は
地
元
の
方
に
親
切
丁
寧
、大
変
熱
心
に
蓮
如
上
人

の
足
跡
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
、不
勉
強
な
私
に
は
と
て

も
有
難
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。同
時
に
地
元
の一般
の

檀
信
徒
様
が
熱
く
蓮
如
上
人
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
こ
と

を
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
少
々
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、浄
土
真
宗
の
信
仰
が
こ
の
土

地
に
し
っ
か
り
と
根
付
き
、成
熟
し
て
い
る
と
感
じ
た
こ

と
に
加
え
、五
百
年
以
上
前
に
、た
っ
た
四
年
だ
け
こ
の

地
に
留
ま
っ
た
宗
教
的
偉
人
に
地
元
の
方
が
、未
だ
冷
め

や
ら
ぬ
憧
憬
の
眼
差
し
を
送
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。吉
崎

の
御
坊
は
一
五
〇
六
年
に
朝
倉
氏
に
破
却
さ
れ
、以
後

廃
坊
と
な
り
、歴
史
的
な
遺
産
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、親
か
ら
子
へ
と
代
々
蓮
如
上
人
の
フ
ァ
ン
で
あ
り

続
け
る
こ
の
土
地
の
人
々
こ
そ
、蓮
如
上
人
が
残
さ
れ
た

何
よ
り
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

一
般
の
方
が
信
仰
を
人
に
伝
え
る
こ
と
は
、今
の
時
代

勇
気
が
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

信
仰
心
と
は
人
の
体
を
自
然
に
動
か
す
よ
う
な
情
熱

と
、先
達
の
偉
人
へ
の
憧
憬
で
あ
り
ま
す
。私
は
福
井
の

地
で
そ
の
こ
と
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、今
年
も
春
の
お
彼
岸
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し

た
。蓮
如
上
人
は
、法
然
上
人
の
弟
子
で
あ
る
親
鸞
聖

人
の
教
え
を
継
承
さ
れ
、同
じ
お
念
仏
を
大
切
に
さ
れ

た
上
人
で
す
。そ
し
て
、そ
の
お
念
仏
の
元
祖
こ
そ
法
然

上
人
で
す
。春
彼
岸
の
大
法
要
で
は
こ
の
法
然
上
人
へ
感

謝
し
つつ
、ご
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ
、共
に
お
念
仏
を

お
称
え
致
し
ま
し
ょ
う
。

合
掌

春
彼
岸
法
要

三
月
二
十
一日（
木
）

午
後
一
時
〜
地
下
二
階
祖
師
堂

彼
岸
寄
席

彼
岸
寄
席

午
後
二
時
〜
地
下
二
階
祖
師
堂

春
彼
岸
法
要

春
彼
岸
法
要

春
彼
岸
物
産
展

3
月
20
日・21
日
観
音
堂

今
年
も
郡
上
八
幡
の
特
産
品
が
梅
窓

院
に
や
っ
て
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
求
め
下
さ
い
。

※
観
音
堂
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
お
呈
茶
し
て

お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

〈お檀家様へお願い〉
3月18日～24日まで、
境内駐車スペースは、
お体のご不自由な方、
車椅子をお使いの方の
車を優先とさせて頂き
ます。ご協力お願い致し
ます。

（
法
務
部

　中
島
真
紹
）

同封のはがきを使い3月10日（日）必着でお申込み下さい。
塔婆回向料は一本7,000円とさせていただきます。

同封の振込用紙で郵便局にてお支払いいただくか、当院受付までお持ち下さい。
（銀行でのお振込みはできません。）

塔婆申込み方法

お支払方法

春
彼
岸
に
よ
せ
て

昭和26年、山梨県大月市生まれ。

昭和49年に林家彦六師匠に入門。

昭和53年に二ツ目に進み、

正雀と改める。

昭和58年、真打に昇進し、

現在も幅広く活躍中。

プロフィール

梅窓院の僧侶が
ご供養に努めます。
ぜひご参列下さい。

正午～　2階本堂にて
主催：株式会社ジャパンエキスパートシステム

2019年 春の動物慰霊法要の
お知らせ

はやし や しょう   じゃく

林家正雀 師匠

春
彼
岸
と
は

春
と
秋
に
各
宗
派
で
行
わ
れ

る
仏
教
行
事
で
、太
陽
が
真
西
に

沈
む
日
を
中
日
と
し
て
、そ
の
前

後
三
日
間
ず
つ
、合
計
七
日
間
、

修
行
に
励
む
の
が
彼
岸
の
目
的

で
す
。ち
な
み
に
彼
岸
と
は
あ
の

世
、つ
ま
り
極
楽
浄
土
の
こ
と
で

浄
土
宗
で
は
念
仏
を
称
え
て
往

生
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
な
り
ま

す
。ま
た
、ご
先
祖
の
お
墓
参
り

を
す
る
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

梅窓院通信 No.99 2

法
話

新
宿
区

香
蓮
寺
住
職

勝
崎
裕
彦

彼
岸
西
風
と
彼
岸
日
和

仏
教
歳
時
風
物
詩
（
45
）

今
年
の
三
月
二
十
一
日
春
分
の
日
つ
ま

り
春
の
お
彼
岸
の
お
中
日
は
、
旧

暦
の
二
月
十
五
日
に
当
た
る
。
す
な
わ
ち
陰

暦
二
月
十
五
日
は
仏
陀
釈
尊
入
滅
の
日
、
涅

槃
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
春
分
の
日
頃
と

涅
槃
会
は
重
な
る
こ
と
が
あ
り
、
旧
暦
陰
暦

時
代
の
歳
時
暦
で
見
れ
ば
、
春
分
・
中
日
、

お
彼
岸
・
彼
岸
会
は
二
月
仲
春
の
季
語
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
一
つ
の
気
象
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、

陰
暦
二
月
十
五
日
の
涅
槃
会
の
頃
に
吹
く
冬

の
名
残
風
を
涅
槃
西
風
と
か
涅
槃
吹
き
と
い

う
。
春
の
到
来
を
思
わ
せ
て
や
わ
ら
か
く
吹

く
西
風
で
あ
る
が
、
時
に
寒
さ
の
残
る
西
風

も
あ
れ
ば
、
き
び
し
く
吹
き
荒
れ
る
北
風
も

あ
る
。
こ
れ
を
ま
た
彼
岸
西
風
と
も
称
す
る

の
は
、
ま
さ
に
涅
槃
会
は
春
の
彼
岸
会
の
頃

に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し

た
呼
称
法
は
、
伝
統
行
事
と
結
び
つ
け
て
覚

え
や
す
く
し
た
こ
と
と
、
寒
さ
の
終
わ
り
の

風
を
涅
槃
会
に
託
し
、
暖
か
な
軟
風
を
彼
岸

浄
土
の
西
風
に
託
そ
う
と
し
た
意
味
も
含
ま

れ
て
い
る
。

沖
は
弧
を
太
く
張
り
を
り
彼
岸
西
風
（
占
魚
）

彼
岸
西
風
山
越
え
て
来
し
樒
売

（
大
円
）

上
村
占
魚
は
「
只
管
写
生
」
（
た
だ
ひ
た

す
ら
な
写
生
）
を
掲
げ
た
人
で
あ
る
が
、
海

原
の
沖
に
「
弧
を
太
く
張
り
を
り
」
と
写
し

取
っ
た
力
量
が
大
き
い
。
渡
辺
大
円
の
句
に

は
、
阿
弥
陀
如
来
の
西
山
越
え
の
慈
悲
の
風

を
快
く
感
取
し
た
い
。

春
が
立
っ
て
浅
い
春
も
過
ぎ
、
一
日
一
日

と
暖
か
く
や
わ
ら
い
で
行
く
時
候
に
、
時
と

し
て
寒
の
も
ど
り
や
春
の
遅
雪
の
荒
れ
模
様

の
あ
と
に
、
い
よ
い
よ
お
だ
や
か
な
日
和
を

得
る
の
が
お
彼
岸
で
あ
る
。
彼
岸
日
和
を
身

心
で
実
感
す
べ
く
、
い
く
つ
か
秀
句
を
拾
っ

て
み
た
い
。

山
寺
の
扉
に
雲
あ
そ
ぶ
彼
岸
か
な

（
蛇
芴
）

蒿
屋
根
の
あ
を
ぞ
ら
か
ぶ
る
彼
岸
か
な（

万
太
郎
）

飯
田
蛇
芴
と
久
保
田
万
太
郎
と
い
う
二
人

の
巨
匠
の
お
お
ら
か
な
句
を
、
ま
ず
は
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
春
の
彼
岸
の
青
空
と

白
い
雲
を
ゆ
っ
た
り
と
眺
め
渡
し
て
、
お
だ

や
か
な
落
ち
着
い
た
姿
と
心
を
置
い
て
い

る
。

高
杉
に
陽
炎
見
ゆ
る
彼
岸
か
な

（
桐
明
）

彼
岸
会
の
風
に
の
り
く
る
牛
の
声

（
知
恵
子
）

大
須
賀
乙
字
に
師
事
し
て
、
そ
の
句
法
を

継
承
し
た
大
森
桐
明
の
句
は
、
う
ら
ら
か
な

春
の
日
に
立
ち
の
ぼ
る
陽
炎
を
大
杉
の
高
さ

に
よ
っ
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
春
風
と

牛
の
鳴
き
声
を
合
わ
せ
て
、
の
ど
け
き
気
分

の
お
彼
岸
を
写
生
し
た
の
が
神
坂
知
恵
子
の

句
で
あ
る
。

い
ろ
〳
〵
の
墓
見
歩
く
も
彼
岸
か
な
（
喜
舟
）

彼
岸
墓
地
の
み
に
て
の
知
己
今
年
も
会
ふ

（
寿
満
子
）

野
村
喜
舟
と
美
濃
寿
満
子
の
両
句
は
、
春

の
彼
岸
の
墓
日
和
・
墓
参
日
和
の
一
景

―
、
だ
れ
も
が
経
験
し
て
い
る
、
こ
れ
も

お
だ
や
か
な
つ
ね
の
光
景
で
あ
る
。

彼
岸
晴
と
い
ふ
好
日
に
恵
ま
れ
し

（
巨
水
）

夕
ぐ
れ
の
彼
岸
詣
は
な
つ
か
し
き

（
正
一
郎
）

藤
井
巨
水
の
句
は
ま
さ
に
彼
岸
好
日
の
代

表
句
。
加
え
て
深
川
正
一
郎
の
句
に
は
、
春

の
お
彼
岸
の
供
養
の
心
を
重
ね
た
今
は
亡
き

人
へ
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
私
の
好
き
な
森
川
暁
水

と
石
田
波
郷
の
二
句
を
記
し
て
お
き
た
い
。

お
彼
岸
の
夫
婦
仲
よ
き
か
た
ゐ
か
な
（
暁
水
）

兄
弟
の
相
睦
み
け
り
彼
岸
過

（
波
郷
）

私
は
今
、
十
七
文
字
の
言
葉
を
通
し
て
彼

岸
会
の
頃
の
春
の
季
節
を
感
じ
て
み
る
。
そ

し
て
、
そ
の
句
趣
句
心
の
中
か
ら
お
彼
岸
の

仏
心
を
心
し
て
受
け
と
め
て
み
る
。
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今
回
は
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
九
品
仏（
淨
眞
寺
）と
等
々

力
渓
谷
に
あ
る
等
々
力
不
動
尊（
真
言
宗
満
願
寺
）を
訪
れ

ま
し
た
。ど
ち
ら
も
緑
あ
ふ
れ
、東
京
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る

よ
う
な
お
寺
お
さ
ん
ぽ
会
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
阿
弥
陀
様
が
九
体
も
並
ん
で
い
る
お
寺
。

仏
さ
ま
の
お
面
を
か
ぶ
っ
た
二
十
五
人
の
菩
薩
様
の
お
め

ん
か
ぶ
り（
来
迎
会
）の
お
寺
と
し
て
有
名
な
九
品
山
唯
在
念

仏
院
淨
眞
寺
は
、駅
名
に
も
な
っ
て
い
る「
九
品
仏
」の
呼
び

名
で
知
ら
れ
て
い
る
お
寺
で
す
。か
つ
て
の
奥
沢
城
跡
の
広
い

境
内
地
を
持
つ
こ
の
九
品
仏
と
二
十
三
区
内
唯
一
の
渓
谷
、

等
々
力
渓
谷
と
等
々
力
不
動
尊
を
訪
れ
ま
し
た
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
の
東
急
大
井
町
線
の
九
品
仏
駅
前
か
ら

延
び
る
参
道
は
お
よ
そ
百
メ
ー
ト
ル
。山
門
を
入
っ
て
右
手
に

は
閻
魔
様
と
奪
衣
婆
の
お
堂
。突
き
当
た
っ
て
左
に
向
く
と
、

立
派
な
仁
王
門
、そ
し
て
右
手
に
は
開
山
堂
。仁
王
門
を
く
ぐ

る
と
右
手
に
本
堂（
龍
護
殿
）、そ
し
て
そ
の
正
面
に
三
つ
の
お

堂
が
並
び
ま
す
。右
か
ら
、中
品
堂
、上
品
堂
、下
品
堂
。各
お

堂
に
は
三
体
の
大
き
な
阿
弥
陀
様
が
祀
ら
れ
て
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
お
堂
で
手
の
位
置
が
違
い
、さ
ら
に
同
じ
お
堂
の
中
で

も
、上
生
、中
生
、下
生
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
指
の
合
わ
せ
方
が

違
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
微
妙
に
違
う
九
体
の
阿
弥
陀
様
を
お

参
り
で
き
る
特
別
な
お
寺
な
の
で
す
。
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修復から戻ってきた中品上生の阿弥陀如来像。中品堂の真ん中の阿弥陀様です。

◀ 不動尊の参拝を終え、
   等々力渓谷の上流へと
   向かいました。

お昼ご飯、おいしくいただきました。

特別に出していただいたおめんかぶりのお面。

◀ 3体ずつのお堂が3つ並んで、
全部で9体に。

お
さ
ん
ぽ
会

お
寺

第4回九
品
仏
淨
眞
寺
と

等
々
力
不
動
尊

浄
土
宗・

（
東
急
大
井
町
線
九
品
仏
駅
）

落
ち
葉
を
敢
え
て
掃
か
ず
に
堆
肥
に
す
る
こ
と
で
武
蔵
野
の

面
影
を
残
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

お
昼
は
お
隣
の
自
由
が
丘
駅
に
向
か
う
途
中
の
和
食
の
お

店
で
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、大

井
町
線
を
二
駅
乗
っ
て
等
々

力
駅
で
降
り
ま
す
。

駅
前
に
あ
る
等
々
力
渓
谷

入
り
口
を
横
目
に
、ま
ず
は

真
言
宗
の
覚
鑁
上
人
が
開
山

し
た
等
々
力
不
動
尊
へ
向
か

い
ま
し
た
。

上
の
お
堂
で
参
拝
し
て
階
段
で
渓
谷
へ
と
降
り
て
い
く
と
、

都
内
と
は
思
え
な
い
深
山
幽
谷
の
滝
に
お
不
動
さ
ん
が
祀
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
渓
谷
は
湧
き
水
を
源
と
す
る
谷
沢
川
が
か
つ
て
の
九

品
仏
川
と
合
流
し
、多
摩
川
へ
流
れ
込
む
途
中
で
渓
谷
の
様

相
と
な
っ
た
も
の
で
、昼
な
お
暗
い
、自
然
溢
れ
る
散
歩
道
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
渓
谷
を
下
流
か
ら
上
流
へ
の
向

か
う
ル
ー
ト
と
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
話
に
は
聞
い
て

い
た
け
れ
ど
、こ
ん
な
に
自
然
溢
れ
る
所
と
は
」と
驚
き
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

さ
て
、今
回
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
ス
タ
ッ
フ
一
同

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。次
回
は
大
田
区
の
池
上
本
門
寺
を
訪
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

本堂に安置される本尊は釈迦如来像。

等々力渓谷の紅葉をバックに。

武
蔵
野
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る

緑
溢
れ
る
境
内
。

本堂の龍護殿前で清水住職と共に記念撮影。
撮影後にお茶とお菓子をいただきました。

不動尊のお堂へまずお参り。

ら
い
こ
う

え
ん
ま
さ
ま

だ
つ
え

ば

ぶ
つ
い
ん

し
ん
じ

じ
ょ
う

え

く
ほ
ん
ざ
ん
ゆ
い
ざ
い

く

と

ど

ふ

ど
う

そ
ん

ろ
き

じ
ょ
う

し
ん

じ

ほ
ん

ぶ
つ

り
ゅ
う
ご
で
んち

ゅ
う
ぼ
ん
ど
う

じ
ょ
う
し
ょ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

げ
し
ょ
う

じ
ょ
う
ぼ
ん
ど
う

げ
ぼ
ん
ど
う

か
く
ば
ん

ね
ん

多
く
の
参
拝
団
体
が
い
る
中
、

住
職
に
本
堂
で

お
寺
の
話
を
伺
え
た
上
に
、お
め
ん
か
ぶ
り
の
お
面
を
手
に
取

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、各
お
堂
へ
参
拝
。境
内
は

由緒来歴を詳しく説明いただいた
住職。



今
回
は
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
九
品
仏（
淨
眞
寺
）と
等
々

力
渓
谷
に
あ
る
等
々
力
不
動
尊（
真
言
宗
満
願
寺
）を
訪
れ

ま
し
た
。ど
ち
ら
も
緑
あ
ふ
れ
、東
京
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る

よ
う
な
お
寺
お
さ
ん
ぽ
会
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
阿
弥
陀
様
が
九
体
も
並
ん
で
い
る
お
寺
。

仏
さ
ま
の
お
面
を
か
ぶ
っ
た
二
十
五
人
の
菩
薩
様
の
お
め

ん
か
ぶ
り（
来
迎
会
）の
お
寺
と
し
て
有
名
な
九
品
山
唯
在
念

仏
院
淨
眞
寺
は
、駅
名
に
も
な
っ
て
い
る「
九
品
仏
」の
呼
び

名
で
知
ら
れ
て
い
る
お
寺
で
す
。か
つ
て
の
奥
沢
城
跡
の
広
い

境
内
地
を
持
つ
こ
の
九
品
仏
と
二
十
三
区
内
唯
一
の
渓
谷
、

等
々
力
渓
谷
と
等
々
力
不
動
尊
を
訪
れ
ま
し
た
。

待
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合
わ
せ
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の
東
急
大
井
町
線
の
九
品
仏
駅
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よ
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メ
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ル
。山
門
を
入
っ
て
右
手
に

は
閻
魔
様
と
奪
衣
婆
の
お
堂
。突
き
当
た
っ
て
左
に
向
く
と
、

立
派
な
仁
王
門
、そ
し
て
右
手
に
は
開
山
堂
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王
門
を
く
ぐ

る
と
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手
に
本
堂（
龍
護
殿
）、そ
し
て
そ
の
正
面
に
三
つ
の
お

堂
が
並
び
ま
す
。右
か
ら
、中
品
堂
、上
品
堂
、下
品
堂
。各
お

堂
に
は
三
体
の
大
き
な
阿
弥
陀
様
が
祀
ら
れ
て
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
お
堂
で
手
の
位
置
が
違
い
、さ
ら
に
同
じ
お
堂
の
中
で

も
、上
生
、中
生
、下
生
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
指
の
合
わ
せ
方
が

違
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
微
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に
違
う
九
体
の
阿
弥
陀
様
を
お

参
り
で
き
る
特
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な
お
寺
な
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で
す
。

多
く
の
参
拝
団
体
が
い
る
中
、清
水
英
碩
住
職
に
本
堂
で

お
寺
の
話
を
伺
え
た
上
に
、お
め
ん
か
ぶ
り
の
お
面
を
手
に
取

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、各
お
堂
へ
参
拝
。境
内
は
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由緒来歴を詳しく説明いただいた
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を
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掃
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に
堆
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に
す
る
こ
と
で
武
蔵
野
の

面
影
を
残
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
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お
昼
は
お
隣
の
自
由
が
丘
駅
に
向
か
う
途
中
の
和
食
の
お

店
で
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、大

井
町
線
を
二
駅
乗
っ
て
等
々

力
駅
で
降
り
ま
す
。

駅
前
に
あ
る
等
々
力
渓
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入
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口
を
横
目
に
、ま
ず
は

真
言
宗
の
覚
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上
人
が
開
山

し
た
等
々
力
不
動
尊
へ
向
か
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ま
し
た
。

上
の
お
堂
で
参
拝
し
て
階
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で
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と
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の
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に
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不
動
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ま
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た
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こ
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と
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る
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が
か
つ
て
の
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仏
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流
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、多
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流
れ
込
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途
中
で
渓
谷
の
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相
と
な
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た
も
の
で
、昼
な
お
暗
い
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然
溢
れ
る
散
歩
道
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
渓
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を
下
流
か
ら
上
流
へ
の
向

か
う
ル
ー
ト
と
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
話
に
は
聞
い
て

い
た
け
れ
ど
、こ
ん
な
に
自
然
溢
れ
る
所
と
は
」と
驚
き
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

さ
て
、今
回
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
ス
タ
ッ
フ
一
同

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。次
回
は
大
田
区
の
池
上
本
門
寺
を
訪
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

本堂に安置される本尊は釈迦如来像。

等々力渓谷の紅葉をバックに。

武
蔵
野
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る

緑
溢
れ
る
境
内
。

本堂の龍護殿前で清水住職と共に記念撮影。
撮影後にお茶とお菓子をいただきました。
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日本料理では、「春は苦みを添え

よ」ということわざがあります。早春

にいちはやく芽を出すふきのとう

は、特殊な芳香とほろ苦みが特徴。

ふきのとうは、江戸時代の薬物書

『本朝食鑑』に、「肺を温め、咳を治

し、痰を消し、肝を洗い、目を明らか

にし、風邪を治療する」とあり、また

『和歌食物本草』（和歌の形式によ

る本草書）には、「ふきのとう 痰の

粘るに食すべし 目を明らかに

すはふきを止む」と詠まれていま

す。ふきのとうは痰が粘るときに食

べるとよく、また、目をはっきり見え

るようにし、咳を止める作用がある

と。

そのまま刻んでお味噌汁の薬味

にすれば、鮮やかな緑色と匂いたつ

香りが春一番の風味となる。ふき味

噌にして芳香を楽しむもよく、半分

だけ衣をつけてからりと揚げると、

色が冴えて春先の食卓を豊かにす

る。

ふき味噌は、まだ花があまり開い

ていないものを、細かく刻んでゴマ

油で手早く炒めたら、いったん火か

ら下ろしてみそと酒、みりんを加え、

ていねいに混ぜる。材料を一通り混

ぜ合わせたら、再び火にかけて数

分、じっくり火を通す。容器に小分け

して保存する。ご飯のお供や豆腐、

こんにゃく、里芋などの田楽味噌に

しても。おいしく食べて邪気払い！

食
養
研
究
家

武
鈴
子

春
の
邪
気
払
い

〝
ふ
き
の
と
う
〞

◎
特
選

™
寄
り
添
う
て
残
り
香
ほ
の
と
冬
薔
薇

中
山
多
木
夫

◎
入
選

™
ふ
と
こ
ろ
に
大
入
袋
風
寒
し

光
沢

奈
都

™
無
住
寺
の
賽
銭
箱
に
積
む
落
葉

秋
山

信
行

™
は
み
出
し
て
古
本
並
ぶ
冬
の
路
地

広
瀬

雅
男

™
雪
吊
り
の
残
り
し
縄
を
リ
ヤ
カ
ー
に

瀬
島

洒
望

™
夕
刊
を
配
る
バ
イ
ク
に
暮
れ
早
し

鈴
木

昌
子

™
烏
五
羽
十
羽
二
十
羽
大
枯
野

青
谷

小
枝

™
丹
沢
も
秩
父
も
見
え
ず
時
雨
け
る

藤
井

美
晴

™
崖
氷
柱
育
む
き
出
し
て
ゐ
る
や
う
な

本
多

武

™
枯
野
道
風
の
音
ま
た
人
の
こ
ゑ

安
藤
久
美
子

◎
選
者
詠

™
喧
嘩
す
る
鶏
小
屋
の
鶏
茶
が
咲
い
て

大
崎

紀
夫

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
〉

俳
句
で
は「
一
句
一
章
」と「
二
句
一
章
」の
型
が
ほ
と
ん
ど
で「
二
句
一
章
」の
句
が
多
く
作
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
多
く
は「
季
語
」＋
フ
レ
ー
ズ（
事
柄
）の
取
り
合
わ
せ
の
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
特
選
句
も
入
選
句
も
た
い
て
い
そ
の
型
で
す
。そ
の
型
の
他
に
も
う
ひ
と
つ「
フ
レ
ー

ズ
」＋「
フ
レ
ー
ズ
」の
型
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば「
舟
べ
り
に
水
田
夕
日
は
や
や
い
び
つ
」（
大
崎
紀

夫
）、「
犬
を
呼
ぶ
口
笛
か
ら
す
瓜
が
咲
き
」（
好
井
由
江
）と
い
っ
た
句
、「
犬
を
呼
ぶ
口
笛
」＋「
か

ら
す
瓜
が
咲
き
」と
い
う
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
句
も
た
ま
に
は
作
っ
て
み
る
と
、新
し
い

発
見
が
あ
り
、句
作
り
の
楽
し
さ
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

選
者『
ウ
エ
ッ
プ
俳
句
通
信
』編
集
長

次回は「春の季語」でご自由にお詠み下さい。4月5日
(金)を締切、2019年6月発送の『お盆号』にて発表致し
ます。住所、氏名をお書き添えの上、ご応募下さい。
尚、選者が添削し掲載する場合がございますのでご

了承下さい。皆さまの投句をお待ちしております。
〒107-0062　港区南青山2-26-38

梅窓院｢青山俳壇｣投句募集係

青山俳壇の選者、大崎紀夫先
生による俳句の会です。ご興味の
ある方は、下記の番号までご連絡
下さい。

ウエップ編集室
電話03-5368-1870

青 山 散 歩 道

投句募集 ｢やぶれ傘｣会員募集

今
回
は
梅
窓
院
か
ら
徒
歩
10
分
程
の
所
に
あ

る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
H
o
s
t
a
r
i
a

C
a
s
a
B
e
l
l
a
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

出
迎
え
て
く
れ
た
越
川
さ
ん
は
、学
生
時
代

に
食
べ
た
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、鳶
職

人
か
ら
料
理
人
に
な
っ
た
異
色
の
オ
ー
ナ
ー
シェ

フ
。当
初
は
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
だ
け
の
専
門
店
に
し

て
、名
前
も「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
」に
し
よ
う
と
し

た
も
の
の
、や
は
り
単
品
の
専
門
店
で
は
と
、

ロ
ー
マ
を
中
心
と
し
た
イ
タ
リ
ア
郷
土
料
理
店

に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、や
は
り
こ
の
お
店
の
自
慢
は
埼
玉

県
の「
た
か
は
し
た
ま
ご
」を
使
用
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定休日／日曜不定休
席数／8席（カウンター2席、テーブル6席）
住所／東京都渋谷区神宮前2-3-30
　　　第2竹上ビル B1
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中島住職と 代表取締役、関根商店前で。

工場で塔婆の説明を受ける中島住職。

◆本日はお忙しい中、お邪魔させていただき、ありがとうござ
います。また、日頃から、梅窓院にお塔婆をお納めいただき、
ありがとうございます。

いいえ、わざわざ日の出
町までお越しいただき、ありがとうございます。
◆先ほど拝見した工場が、木の良い香りに満ちていました。
お塔婆に使われる木は何の木になるのでしょうか。

　モミの木です。
◆クリスマスの木ですか。

　ええ、そうですね。モミの木は成長がはやい木で、加工
しやすく色も白いので、塔婆や棺桶、そして蒲鉾の板などに使
われます。
◆確かにきれいな白色で、塔婆を持ったときにも、柔らかく
しっくりくる気がします。

　そうなのです、柔らかい木なので、建築材には向かない
のです。
◆なるほど。このモミの木、どこが産地になるのでしょうか。

　今日お越しいただいたのは東京都西多摩郡日の出町
で、東京都でも西のはずれの山奥になりますが、戦前まではこ
の辺りがモミの木の産地でした。ですから、うちをはじめ25軒も
塔婆製造所がありました。
◆そうなのですか。そうすると今は輸入ですか、それともどこ
か国内の産地から？

　30年ぐらい前から１００パーセント輸入になりました。北
欧、スイス、ドイツ、ウクライナ、カナダからですね。
◆北の方の国からなのですね。

　はい、北の方が木の目がつんでいます。それにモミは各
国の政府管制のもとで育てられていて、自然破壊とは無縁です
から。
◆ちなみに関根源右衛門商店さんは、屋号からしても古そう
な感じですが、何代目になられるのですか。

　明治時代の創業で、私で五代目になります。そして塔婆
は父であり先代となる四代目から専門に扱うようになりました。そ
れまでは農業と兼業だったようです。
◆そうですか、ちなみに塔婆の大きさを教えてもらえますか。

　皆さんになじみ深いのは六尺（約１メートル８０センチ）と
五尺（約１メートル５０センチ）、それに四尺、三尺。大きいのでは
八尺、そしてもっと大きな角塔婆もあります。また、小さいのでは、
室内墓地用の経木と呼ばれる薄い塔婆もあります。
◆塔婆もいろいろありますね。塔婆以外で関根商店さんで
扱っている品にはどんなものがあるのでしょうか。

　絵馬や護摩札、升などの消耗品を主に扱っております。

◆なるほど。ちなみに梅窓院にはどのくらいの本数を収めて
いただいているのでしょう。

　年に3000本ぐらいですね。梅窓院さんには平成１４年
から収めさせていただいています。
◆年忌法要、お彼岸や色々な行事に合わせて塔婆を立てま
すが、古くなった塔婆は今はお寺で燃やせなくなっているの
ですが……。

　はい、東京都内のお寺さんに収めた塔婆はほぼ回収し
ています。もちろん梅窓院さんのお塔婆も回収させていただき、
こちらの工場裏でお焚き上げさせていただいております。
◆そうですか。特別な焼却炉になっているのですか。

　はい、検査もありますので、煙の出ない焼却炉で灰も出
ません。これはモミという木の特徴ですね。
◆きれいに燃えて無くなる、ということですか。

　はい。何も残りません。
　実は塔婆を作るにあたっては木くずや切り落としのような端
材が大量に出ますので、焼却するのも大切な仕事ですね。
◆なるほど、作って収めて回収して燃やす、というわけなの
ですね。今日はとても勉強になりました。ありがとうございまし
た。

　いいえ、こちらこそありがとうございました。

素敵な花々に囲まれた隠れ家のようなお店です。

シェフおすすめのカルボナーラ。卵黄とチーズを閉じ込めた
とても濃厚なパスタです。

ほんちょうしょくかん

★

銀座線
外苑前駅
3番出口

Hostaria Casa Bella

熊野神社

神宮前公園
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リカーズ 猪瀬

青山通り
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1b出口
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日本料理では、「春は苦みを添え

よ」ということわざがあります。早春

にいちはやく芽を出すふきのとう

は、特殊な芳香とほろ苦みが特徴。

ふきのとうは、江戸時代の薬物書

『本朝食鑑』に、「肺を温め、咳を治

し、痰を消し、肝を洗い、目を明らか

にし、風邪を治療する」とあり、また

『和歌食物本草』（和歌の形式によ

る本草書）には、「ふきのとう　痰の

粘るに食すべし　目を明らかに　

すはふきを止む」と詠まれていま

す。ふきのとうは痰が粘るときに食

べるとよく、また、目をはっきり見え

るようにし、咳を止める作用がある

と。

そのまま刻んでお味噌汁の薬味

にすれば、鮮やかな緑色と匂いたつ

香りが春一番の風味となる。ふき味

噌にして芳香を楽しむもよく、半分

だけ衣をつけてからりと揚げると、

色が冴えて春先の食卓を豊かにす

る。

ふき味噌は、まだ花があまり開い

ていないものを、細かく刻んでゴマ

油で手早く炒めたら、いったん火か

ら下ろしてみそと酒、みりんを加え、

ていねいに混ぜる。材料を一通り混

ぜ合わせたら、再び火にかけて数

分、じっくり火を通す。容器に小分け

して保存する。ご飯のお供や豆腐、

こんにゃく、里芋などの田楽味噌に

しても。おいしく食べて邪気払い！
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句
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次回は「春の季語」でご自由にお詠み下さい。4月5日
(金)を締切、2019年6月発送の『お盆号』にて発表致し
ます。住所、氏名をお書き添えの上、ご応募下さい。
尚、選者が添削し掲載する場合がございますのでご

了承下さい。皆さまの投句をお待ちしております。
〒107-0062　港区南青山2-26-38

梅窓院｢青山俳壇｣投句募集係

青山俳壇の選者、大崎紀夫先
生による俳句の会です。ご興味の
ある方は、下記の番号までご連絡
下さい。

ウエップ編集室
電話03-5368-1870

青 山 散 歩 道

投句募集 ｢やぶれ傘｣会員募集
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工場で塔婆の説明を受ける中島住職。
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◆本日はお忙しい中、お邪魔させていただき、ありがとうござ
います。また、日頃から、梅窓院にお塔婆をお納めいただき、
ありがとうございます。
関根良典代表取締役（以下、関根） いいえ、わざわざ日の出
町までお越しいただき、ありがとうございます。
◆先ほど拝見した工場が、木の良い香りに満ちていました。
お塔婆に使われる木は何の木になるのでしょうか。
関根　モミの木です。
◆クリスマスの木ですか。
関根 ええ、そうですね。モミの木は成長がはやい木で、加工
しやすく色も白いので、塔婆や棺桶、そして蒲鉾の板などに使
われます。
◆確かにきれいな白色で、塔婆を持ったときにも、柔らかく
しっくりくる気がします。
関根 そうなのです、柔らかい木なので、建築材には向かない
のです。
◆なるほど。このモミの木、どこが産地になるのでしょうか。
関根　今日お越しいただいたのは東京都西多摩郡日の出町
で、東京都でも西のはずれの山奥になりますが、戦前まではこ
の辺りがモミの木の産地でした。ですから、うちをはじめ25軒も
塔婆製造所がありました。
◆そうなのですか。そうすると今は輸入ですか、それともどこ
か国内の産地から？
関根　30年ぐらい前から１００パーセント輸入になりました。北
欧、スイス、ドイツ、ウクライナ、カナダからですね。
◆北の方の国からなのですね。
関根 はい、北の方が木の目がつんでいます。それにモミは各
国の政府管制のもとで育てられていて、自然破壊とは無縁です
から。
◆ちなみに関根源右衛門商店さんは、屋号からしても古そう
な感じですが、何代目になられるのですか。
関根　明治時代の創業で、私で五代目になります。そして塔婆
は父であり先代となる四代目から専門に扱うようになりました。そ
れまでは農業と兼業だったようです。
◆そうですか、ちなみに塔婆の大きさを教えてもらえますか。
関根　皆さんになじみ深いのは六尺（約１メートル８０センチ）と
五尺（約１メートル５０センチ）、それに四尺、三尺。大きいのでは
八尺、そしてもっと大きな角塔婆もあります。また、小さいのでは、
室内墓地用の経木と呼ばれる薄い塔婆もあります。
◆塔婆もいろいろありますね。塔婆以外で関根商店さんで
扱っている品にはどんなものがあるのでしょうか。
関根　絵馬や護摩札、升などの消耗品を主に扱っております。

◆なるほど。ちなみに梅窓院にはどのくらいの本数を収めて
いただいているのでしょう。
関根　年に3000本ぐらいですね。梅窓院さんには平成１４年
から収めさせていただいています。
◆年忌法要、お彼岸や色々な行事に合わせて塔婆を立てま
すが、古くなった塔婆は今はお寺で燃やせなくなっているの
ですが……。
関根 はい、東京都内のお寺さんに収めた塔婆はほぼ回収し
ています。もちろん梅窓院さんのお塔婆も回収させていただき、
こちらの工場裏でお焚き上げさせていただいております。
◆そうですか。特別な焼却炉になっているのですか。
関根　はい、検査もありますので、煙の出ない焼却炉で灰も出
ません。これはモミという木の特徴ですね。
◆きれいに燃えて無くなる、ということですか。
関根 はい。何も残りません。

実は塔婆を作るにあたっては木くずや切り落としのような端
材が大量に出ますので、焼却するのも大切な仕事ですね。
◆なるほど、作って収めて回収して燃やす、というわけなの
ですね。今日はとても勉強になりました。ありがとうございまし
た。
関根　いいえ、こちらこそありがとうございました。

素敵な花々に囲まれた隠れ家のようなお店です。

シェフおすすめのカルボナーラ。卵黄とチーズを閉じ込めた
とても濃厚なパスタです。
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★

銀座線
外苑前駅
3番出口

Hostaria Casa Bella

熊野神社

神宮前公園

龍巌寺
リカーズ 猪瀬

青山通り
梅窓院

銀座線
外苑前駅
1b出口

ス
タ
ジ
ア
ム
通
り



梅窓院通信 No.99 8

行事予定

第77回 念仏と法話の会
6月18日（火）
法話　「幸せを呼ぶ心とは？」
講師　京都 静林寺住職
　　　入江 康隆 上人

大施餓鬼会法要
5月18日（土）
※詳細は施餓鬼号にてお知らせ致します。

開山忌法要・能楽奉納
6月8日（土）
※詳細は施餓鬼号にてお知らせ致します。
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梅窓院
2019年3月1日
中島 真成
青山文化村
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
03-3404-8447
03-3404-8107
http://www.baisouin.or.jp/
jodo@baisouin.or.jp
中村康隆元浄土門主
総本山知恩院第八十六世門跡

春彼岸会法要
3月21日（木）
寄席　午後1時～　祖師堂
法要　午後2時～　祖師堂
※詳細は3面をご覧下さい。

法話は、配布された資料と照らし合わせて説明して下さったので大変
分かりやすく、仏教について興味を持ちました。
また、十夜ライブでは大島花子さんがゲストでいらっしゃると知りとても
楽しみに待っておりました。歌声が綺麗で心癒されるひと時を過ごせま
した。
芋煮会も直接ご僧侶の方とお話ができるので、とても楽しかったです。

お檀家さんに伺いました

先日、梅窓院施設内で「認知症セミナー」が開催され参加したのですが自分の近未来を
聞いているようでした。墓地でお檀家様とお会いしても名前が思い出せない‥‥大丈夫
です。先方も私の名前が出ません‥‥双方でニコニコしながら手を振ってお別れ‥‥は
しょっちゅうです。でも私はその方の墓所がどこにあるかはわかっているのでその後、走っ
て行って「そうそう〇〇様だった」と思い出します。

お檀家様のために墓苑部は今後大きめの名札でも付けておいた方が良いでしょうか？
さて皆様にお知らせがございます。まもなく新元号になりますが当社はひと足お先に新

社名「株式会社ジャパンエキスパートシステム」に社名変更いたしました。どこが変わった
かというと「日本」が「ジャパン」に変わりました。なぜ変えたか？　直接お答えいたします
のでお声がけください。漢字とカタカナの違いです‥‥とは申しませんから。 

（墓苑部　森）

ジャパンエキスパートシステム 墓苑事業部からのお知らせ　
梅窓院のお墓とペット供養の窓口

梅窓院では4月より2019年度 前期 仏
教講座を開講します。今年度も5名の先生
をお迎えしております。どうぞお気軽にご
参加下さい。
※詳しくは別紙チラシをご覧下さい。

2019年度 前期
仏教講座のご案内

はなまつり
4月5日（金）～8日（月）
寺院棟2階　本堂

お釈迦様の誕生日を
お祝いする「はなまつ
り」。寺院棟2階本堂
エントランスに花御堂
を、休憩所には甘茶をご用意しておりま
す。皆様どうぞご参拝下さい。

かつての梅窓院本堂だった
無礙光会館は、矢部又吉氏の設計。

旧川崎銀行佐倉支店は現在の
佐倉市立美術館エントランスホールに。
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満開の桜の下でお墓参り。

展示室に置かれた梅窓院の椅子と、
この企画展の担当者である
本橋浩介副主幹（学芸員）。

こういり え りゅう

し
ゅ
し
ょ
う
え

住職挨拶
平成最後のお彼岸を迎え、はや三月ですが、皆さんお変わ

りなくお過ごしのことと存じます。
さて、平成最後となったお正月でしたが、千人を超えると

いう過去最高の初詣の方々をお迎えすることができ、修正会
法要にも160名を超える参列をいただきました。好天に恵
まれたこともありましたが、「初詣は梅窓院へ」ということが
定着してきたのかと嬉しく思っております。そして、お節料理
も変わらずの人気でした。誌面からですが、ご参詣いただい
た皆様に心より御礼申し上げます。

昨年末の文化講演会ですが、新しくお檀家さんになられ
ました田中越郎先生にお話しいただきました。東京農業大
学教授で医学博士、「世界一受けたい授業」にも出演されて
いた先生です。田中先生の教え子さんがいらっしゃったことも
ありましたが、祖師堂が満員御礼となりました。こちらも嬉しい
行事でした。

さて、梅窓院の関連会社で、墓苑の販売をお願いしている
株式会社日本エキスパートシステムの社名が、株式会社ジャ
パンエキスパートシステムに変わりました。日本からジャパン
へとなりますが、変わらず皆様のお手伝いをさせていただき
ますので、引き続きよろしくお願いいたします。

平成も残すところあとわずかとなりましたが、どうぞご自
愛され、新しい元号を変わりなく迎えたいものです。

梅窓院第二十五世 中島 真成
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お檀家様より付届をいただいた際に、当院よりお供物と一緒にお渡ししておりました冊子
『仏教の生活』は出版元の都合により廃刊となりましたため、今後はお供物のみのお渡し
とさせていただくこととなりました。ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。

梅窓院だより

旧川崎銀行(現在は佐倉市立美術館エントランスホールと
して使用されている)の竣工100年を記念して設計者である
矢部又吉氏の展覧会が佐倉市立美術館で開催されました。

矢部又吉氏は梅窓院の無
礙光会館(旧本堂)とともに
家具も設計したと考えられ
ており、現在お檀家様が法
要控室で使用されている
椅子も彼の作品と考えられ
ます。この度、展覧会で皆様
が普段座られている椅子と
無礙光会館の絵葉書を展

示しご紹介していただきましたので、ご報告いたします。

知られざるドイツ建築の継承者 
― 矢部又吉と佐倉の近代建築 ―

この度、梅窓院では心理療法の新しい形として注目され続け
ているNLP（神経言語プログラミング）の講座を開設しまし
た。多くの方が精神不安などに悩まされる現代、この心理療
法にご興味をお持ちの方にはちょうどよい講座です。
詳しくは、大本山清浄華院カウンセリング研修会事務局（担
当・高橋）０７５（２３１）２５５０へ直接お問い合わせ下さい。

NLPカウンセリング講座開設

や べ またきち

お 知 ら せ

B A I S O U I N  N E W S    A O Y A M A

「心癒される時間」   （平成30年 十夜法要にて）

先生の指導のもと講座が
進められます。




